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研究ノ トー
以下は、2012年5月21日~2013年8月31日の間
に「見守り大家さん・ヘルプライン」によせられた
196件の相談のうち、居住困難に関するものを分類
したものである。一般的に適切な住居が得られない
理由として「家賃や契約の初期費用が賄えない」「保
証人を探せない」「低家賃住宅が見当たらない」が考
えられている。しかしながら、相談内容からは、住
居を探せない様々な背景、住居を失う様々な要因、
複数の要因が絡んでいることが読み取れる。
相談は、大家、支援者、居住者、自治体職員など
居住問題にかかわりのある多様な主体から寄せられ
ている。分類にあたって、「見守り大家さん」に関す
る問い合わせは除いた。
１．家賃の滞納など経済問題
家賃滞納の理由は様々ある。収入と家賃のアンバ
ランスが原因である。収入の減少や喪失の原因とし
て「失業」、「親の死亡により年金が受け取れなく
なった」などがある。収入が年金や生活保護費のみ
になった場合に家賃が収入を上回り、家賃滞納を引
き起こす場合がある。滞納のきっかけとして「振込
ミス」、「詐欺被害」、「病気」などがある。滞納によっ
て住居からの退去を迫られるが、転居すべき住居を
探せない、転居費用が賄えないなど事態を打開する
めどを見つけられず、相談を持ちかけている。就労
のめどがたってもこれまで滞納した家賃の返済は容
易ではない。
「家賃滞納（金銭的トラブル）」
・	家賃滞納。
・	滞納している入居者がいる。既に弁護士相談を
受けている。
・	生活困窮で家賃が払えず、退去させられそう。
・	交通事故で入院中。無職。母親の年金で暮らし
ていたが、母が死亡。家賃滞納で10月末に退
去。豊橋市で生活保護申請予定。
・	家賃滞納。本日管理会社より退去させられる。
所持金100円。
・	71歳男性。現在のアパートで滞納し転居必要。
生活保護申請予定。
・		失業。家賃2ヶ月滞納し、退去を迫られている。
住む所が無くなれば仕事も探せない。
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・	失業し滞納。明渡訴訟判決が出ている。転居先
を探したい。就職はできた。
・	家賃2ヶ月滞納。賃貸人から催促あり。退去費
用がない。
・	生活保護以外に入金の宛てがあったので1月分
も家賃を使ってしまったが、入金が遅れ家賃が
払え退去を迫られている。入金はあるので待っ
てほしい。
・	1カ月家賃滞納。更新料（15,000円）支払え
ない。翌月の家賃も滞納見込み。詐欺被害あり
（60,000円）。社会福祉協議会の貸付あり、これ
以上は不可。
・		パート収入月1～3万円。家賃3ヶ月滞納。本日
生活保護申請。4月にポリープの手術のため、病
院の近くに転居希望。元夫が保証人。
・	家賃滞納。管理会社から数日中に退去を迫られ
ている。生活保護申請予定。
・	家賃を多額（500万円）に滞納（2名）。裁判所
の支払命令後も支払わず居住中の者。分割で返
すと言って退去した者。
・	家賃を滞納して、退去を迫られている。
・	生活保護受給者。家賃を2ヶ月滞納し、大家か
ら苦情。ヘルプラインで対応して欲しい。
・		入居者が家賃を5ヶ月滞納。1ヶ月くらい先に退
去するというが、滞納分を払って欲しい。
・		60代女性。息子と二人で居住中のアパートの家
賃を滞納。管理会社から退去を迫られている。
・	交通事故で失職。無収入になり家賃滞納。管理
会社が退去要求。転居先を探して欲しい。
・	50代女性。生活保護受給。20代の娘（障害あ
り）と生活。家賃滞納で管理会社が退去要求。
このまま住み続けたい。
・	生活保護受給。家賃の振込ミスで、滞納状態。
管理会社が一方的に鍵を取り替え、部屋に入れ
ない。
・	家賃を滞納したら管理会社から退去を迫られて
いる。アパートが探せない。
・		40代男性。生活保護受給中。精神障害あり。盗
難にあい、家賃が払えない。待って欲しいと管
理会社に交渉して欲しい。
・	突然生活保護を打ち切られた。今月の家賃が払
えず、困っている。
・	失業し、家賃5ヶ月滞納。管理会社から強く請
求あり。返済計画の目処があるが、自分では対
応できない。
・	家賃2ヶ月滞納、保証会社から退去要求されて
いる。就職の目処はあるが、現在は手持ち金が
ない。
・	管理会社との敷金トラブル
以下に「家賃滞納」と「他の困難要因」を抱えた
相談を示す。困難要因は「退去期限」「外国人」「病
気」であり、「家賃以外」の生活支援が必要である。
「家賃滞納+退去」
・	20代男性。4ヶ月家賃滞納。6月20日までに退
去を迫られている。
「家賃滞納+外国人」
・		分譲マンションの家賃滞納（借主は外国人で現
在帰国中、保証人の日本人としか連絡が取れな
い）
・		外国人。家賃滞納で退去必要。家賃以外のライ
フライン代も滞納。
「家賃滞納+病気」
・		家賃3ヶ月滞納。心臓病で入院し、退院したが
働けない。お金がない。大家さんからヘルプラ
インを紹介。
生活保護の住宅扶助費は、地域の住宅市場を反映
させて決められる。住宅市場で得られる住宅扶助費
内の住宅が、生活保護受給者の生活に適しているか
どうかは別問題である。生活保護受給者の生活を優
先させた場合、住宅扶助額を超える家賃の住宅を選
んでしまう場合がある。
家賃が住宅扶助費を超えてしまうきっかけとし
て、家賃負担者が高齢などで支払えなくなる、病気、
出産のために就労できなくなる、などがある。
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「家賃が生活保護（住宅扶助）費の上限を超えている」
・	外国人（永住者）。失業し、生活保護受給。現在
のアパート家賃が生活保護の上限を超えている
ため、転居指導。保証人無。緊急連絡先は友人
（日本人）。
・	生活保護担当。規定より高額なアパートに入
居。部屋探しの協力依頼。
・	生活保護受給中。家賃7万の物件に居住中。転
居指導あり。住宅扶助の範囲内の物件を探して
欲しい。
・	生活保護受給基準より高額のアパートに入居。
転居指導をしているが、本人が住宅（借家、ア
パートなど）を探せない。
・	生活保護受給。小型犬3匹あり。現在家賃6万
の物件で、転居指導を受けている。
・	生活保護受給中の母子家庭。生活保護基準より
高額なアパートに住んでいるため転居指導をさ
れているがアパートが探せない。
・	10万円の家賃が払えない。生活保護申請予定。
基準内のアパートに移りたい。
・	70代姉妹。同居し、家賃を負担していた弟が介
護施設に入居した。姉妹だけでは、家賃が高す
ぎる。
・	生活保護費を受給している。生活保護費の範囲
内でアパートを探したい。
・	生活保護費受給の女性。11月に出産の予定。現
在は、住宅扶助費基準以上のアパートに居住し
ている。母子で住む家を探している。
・	病気で休職中。生活保護を受給したが、基準よ
り高額なアパートに住んでいるため、転居指導
されている。
「年金収入に比べて家賃が高い」
・		80代女性年金収入に比べて高額の家賃の物件
に入居。支出を抑えるために転居をしたい。保
証人は息子だが借金あり。
「居候+ローン破綻」
・	叔母の家に夫婦で同居。ローン返済が滞り、家
を手放す見込み。夫婦二人の家を探したい。
「失職」
・	所持金200円。離職したが2日後に最後の給料
が入るため、生活保護が受給できない。現時点
で転居は考えていないが相談にきた。
・	失業。生活保護申請。転居先を探している。
・	勤務先が倒産し失業、失業保険終了。初期費用、
家賃の安い物件に転居したい。住宅手当可能。
保証人あり。
「求職中」
・	求職中。住宅手当または生活保護を検討。ア
パート探し希望。
「パート」
・	生活保護申請中。自力でパートを探してきた
が、生活保護担当者は見守り大家にも相談する
ようにと言う。そんな必要有るのか。
２．保証人問題
賃貸住宅の契約において「保証人」は大きな障壁
となっている。「保証人」に代えてNPO、施設職員
を緊急連絡先として借家契約を締結してくれる大家
を探している。
・	あま市で生活保護を受給中。名古屋市昭和区へ
転居する際の保証人についての相談
・	保証人がいないためにアパートを紹介できない
入居希望者への対応。
・	賃貸住宅の契約更新時に保証人がいない人がい
る。保証人になってくれるか。
「緊急連絡先」
・	生活保護受給予定。緊急連絡先となってくれる
NPO等を探している。
「緊急連絡先（施設職員）」
・		現在施設に入居。緊急連絡先が施設職員でOK
の物件希望。
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「未成年+保証人なし」
・	未成年・保証人無しで入れるアパート希望。生
活保護受給中だが、就職のため停止予定。初期
費用は保護費から。
３．生活保護受給者の問題
経済的に困窮した場合、生活保護が困窮生活を支
えることになっている。しかし、次の問題で居住が
困難になる。まず、生活保護受給者を入居させてく
れる住居を探すことが困難である。第二に、「生活保
護」を受給できる程度に経済的に困窮しているうえ
に、「知的障害」「金銭管理」「未成年」「障がい者」
「妊娠・出産」「係争中」「生活保護受給地以外への転
居」など解決しなければならない複数の問題を抱え
ている場合が多いことがうかがえる。
「生活保護」
・	南区の生活保護受給者の転居先。
・	生活保護申請中の方の入居先を探している。
・	生活保護申請をしている方の入居先（中村区）
を探している。
・	生活保護申請中の方の入居先を探している。
・		生活保護受給中の女性の転居先探し。（保証人
なし。南区以外）
・		生活保護世帯の転居先を探している。（市営住
宅希望。保証人なし）
・		生活保護受給中。1Kマンションを申し込み、審
査待ち。申込時の説明と現状が違い、不満。
「生活保護＋知的障害」
・		生活保護受給者（知的障害）の転居先を探して
いる。
・		生活保護受給者（精神病有）の転居先を探して
いる。
・		入居者が精神的疾患により、大声を出す。近隣
迷惑で解除。生活保護受給中。区役所とも協議
中。
・		生活保護受給中の男性（精神障害あり）。裸で歩
く、他人の車を自分のと勘違いして乗り込むな
どの奇行。
「生活保護+金銭管理」
・		以前相談あり。生活保護で住居確保。生活保護
と知らない親族が結婚し、祝儀を出してしま
い、生活費が不足。
「生活保護+未成年」
・		生活保護・未成年のみ世帯。転居先を探してい
る。両親は受刑中。
「生活保護＋障がい者」
・		生活保護・家庭・障害者世帯の転居先を探して
いる。
「生活保護＋妊娠・出産」
・		生活保護、妊娠中女性。出産のため、居住場所
を出ないと行けない（保証人なし）。
「生活保護+刑事裁判」
・		刑事裁判中。生活保護、単身、保証人なしで入
居できる物件はあるか。
「生活保護+転居」
・		刈谷市で生活保護受給し、豊橋市内施設で生活
していたが、生活保護廃止。刈谷市に居住を希
望。
「生活保護+転居指導」
・		生活保護受給。転居指導を受けている。
４．転居希望
住居で暮らしていても、「同居者との人間関係の
悪化」、「不良住居」、「居住地の環境が悪い」、「家賃
が高い」などで転居先を探す場合がある。同居者が
障がいや精神障害などを患っており、その介護の問
題が背景にあると考えられる。
「一人で暮らしたい」
・	50代男性。息子と同居。今後、別々に暮らした
い。
・	60代男性。現在は兄（障害者）夫婦と同居。同
居は大変なので、一人暮らしをしたい。
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・	心臓病で通院中の高齢男性。妻と二人暮らしだ
が、折り合いが悪く一人で暮らしたいという。
・	60代女性。名古屋市内で家族と一軒家の借家に
同居。家族と距離を置くため、一人暮らし希望。
生活保護申請中。
・	30代男性。父親（精神障害）と県営住宅で生活
するが、厳しい。生活保護申請し、一人で暮ら
したい。
「転居希望」
・	支援団体の紹介で入居中のアパートを転居した
い。緊急連絡先あり。
「住居の環境が悪くて転居希望」
・	12年間路上生活後、生活保護受給。現在の住居
は環境が悪く、精神的に疲弊。引越希望。保証
人なし。
「安い家賃の借家に転居したい」
・	80代女性。家賃7万のマンションで一人暮ら
し。安い物件に転居したい。
・	40歳の身障者の娘と二人暮らし。生活保護受給
中。家賃が高くて生活が苦しい。安いアパート
に移りたい。
・	一人暮らしの男性。年金。古くてよいので、安
いアパートに入りたい。
５．居候
住居で暮らせていても同居者との関係が対等でな
く、「居候」させてもらっていると、居住の継続が
困難になる。居候の期限があらかじめ決めてあった
り、病気やけがを負うことで居づらくなるなどのこ
とが生じる。
「居候」
・	離婚後友人宅に居住。転居したい。貯金（200
万円）を、取り崩し生活。その後、生活保護申
請予定。保証人は友人。　
「居候退去期限」
・	友人宅に居候。退去しなければならず、生活保
護申請予定。保証料の支給が受けられるか。物
件は確保。
・	路上生活。義兄宅にいるが退去を求められてい
る。転居先を探し公的支援を申し込んでいる
が、結果がでるまで待てない。
・	母子家庭。友達宅アパートに居候しているが、
退居を求められた。アルバイトで月収6～7万
円。母子手当未受給。豊橋市に転居希望。保証
人無し、初期費用の少ない物件希望。
・	高齢者。義理の娘名義の一軒家に住んでいるが
退去を迫られている。かかりつけ病院の近くを
希望。家賃4万円まで、保証人は茨城県の実孫
（就職予定）。
・	友人の家に居候。2月中に退去必要。生活保護
決定。保証人がなく、保証会社の審査も通らず、
転居先がない。
「居候＋けが」
・	失業し、知人宅に居候。派遣の仕事が決まりそ
うだが、ケガをした。会社は1カ月は待ってく
れる。アパートに転居希望。初期費用なし。
６．同居者の喪失
同居者の存在が居住を支えている場合がある。内
縁関係であった場合に相手が亡くなると居住を継続
しににくくなる場合がある。入居時に同居を前提と
した契約がなされていなければ、居住が継続できな
い場合がある。特に公的な住宅において「居住の継
続」権が認められない場合がある。また、同居者と
の人間関係の破たんで同居者がいなくなって、居住
の継続が困難な場合もある。
「内縁の夫死亡」
・	内縁の夫死亡。現在6万円の物件。安い物件に
転居希望。アパートが見つかれば、生活保護申
請予定。保証人なし。緊急連絡先は、息子可能
か。
・	内縁の夫（10年前に他界）に居住。住んでよい
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との書面あるが、夫の息子が退去要求。権利を
主張せず退去したい。保証人なし。緑区の実娘
が緊急連絡先。
「公営住宅+夫死亡+未登録」
・	県営住宅に居住の母子。届出のあったのは夫の
み。夫死亡で退居を迫られている。母は外国人
で日本語は日常会話程度、子（小学生）の転校
のない地域希望。
「同居者退去」
・	74歳のおば。単身のおじと、市内UR（2LDK、
75,000円）に住んだが、おじが退去。安い物件
に転居希
「同居者と別れる」
・	40代女性。同居していた男性と別れ、施設に一
時滞在中。生活保護申請。アパートをみつけた
い。
・	生活保護受給中、求職活動中。母名義の家に同
居していたが、母親が施設に入居し、転居必要。
７．離婚・DV・母子
女性の場合、婚姻関係が成立していても「DV」が
発生したり、「出産後」に離婚したりすると母子の住
居を確保することが困難となる。住居や借家の名義
が夫である場合が多く、子どもは妻が養育する場合
が多い。そうした場合、無職や低収入で夫に察知さ
れない地域で安全に生活をしなければならないため
に、住居の選択肢は少ない。また、「DV」と認定さ
れ、一時「シェルター」に緊急避難として居住でき
ても、期限や規則のために自由な生活ができず、経
済的にも生活の質の面でも困難な生活を強いられる
場合がある。
「離婚+女性」
・	離婚調停中の女性の転居先。
・	現在離婚調停中で姉夫婦宅に居候。子供二人（2
歳と3歳）と三人で住むアパートを探している。
収入なし。保証人は父か母。
・	離婚協議中。三人の子供と住むアパートを探し
ている。息子の勤務先社長が保証人で契約でき
るか。
・	離婚間近。いま住んでいるところを出なくては
ならない。障害を持つ子供あり。養護学校に近
い物件希望。
・	内縁の夫と別れた。居住中の家（内縁の夫名義）
を退去必要。生活保護申請予定。
「DV」
・	夫のDVあり、子供3人と転居したい。生活保護
申請予定。自宅から離れた場所に転居希望。保
証人あり。
・	母と子5人。父が子供への暴力で逮捕拘留中で
あり、その間に引っ越したい。稼働している者
の月収計約40万。保証人は祖父（年金）。
・	夫のDVで豊橋市から転出する女性4人家族
（母、娘2人、その子）。長久手市内で、住まい
必要。生活保護受給。
・	30代女性。夫の言葉の暴力に耐えられず、5ヶ
月の息子とともに家を出たい。初期費用なし。
区役所紹介の母子寮、シェルターは避けたい。
・	夫のDVに耐えられない。子供二人と家を出た
い。
・	元夫からの言葉のDVで、東浦町から刈谷市に
来た女性。最近、元夫に見つかり、早急に転居
希望。車いす生活。
「DV＋居所の期限」
・	元夫がDV。県の保護施設や入院を経て県の民
宿に滞在中。9月末くらいで要退去のため、入
居先を探したい。
・	DV被害者、現在シェルターに滞在しており入
居先を探している。稲沢以外で、豊田市、豊橋
市、安城市を希望。
・	母子世帯。DV被害者。シェルターからの転居先
を探したい。保証人あり。
・	精神的DVで家を出た女性。施設に入居。生活
保護申請中。生活保護の範囲のアパートを探し
ている。
・	DV避難で施設に入所中。生活保護受給。中3の
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息子と住むアパートを探している。
「DV＋失業」
・	家賃補助してくれていた会社を解雇された。夫
は無職。夫の暴力などで困っている。
「母子世帯」
・	現在母親と県営住宅に住んでいるが、独立した
い。生後3週間の子供と住むアパート探し。無
職。母子手当。保証人あり。
・	知人名義のアパートに居住。安い家賃の物件に
転居希望。母子家庭。月収12～13万。会社の
送迎バス区間内。保証人あり。初期費用低廉な
物件希望。
・	母子家庭、子供3人。家がなく、知り合いの事務
所に居候。市営住宅は入居困難（抽選が6番）。
・	古い戸建てに居住。アパートに転居希望。祖母
（80代）母（50代）、子（10代）2名。就活中、
母子手当申請予定、就職が決まるまでは、祖母
が家賃を負担。
８．住居の取り壊し、入居期限、退
去など
建替え、取り壊し、老朽化などで住居を物理的に
失う場合がある。建替えや取り壊しは、建物の老朽
化の場合と都市計画事業や新たな建物の建設のため
に取り壊す場合がある。いずれにしても建替え後に
住宅が建設されても同じ水準の家賃である場合は少
なく、低所得や無収入の場合に住居を確保すること
が困難な場合がある。事業の前提だけでなく、経済
的な問題、相続問題、ペットなどの居住規則の問題
で退去を迫られる場合もある。居住者が経済状況、
健康状態、外国人などその他の様々な問題を抱えて
いる場合には、新たな住居を探すことが困難であ
る。
「建替え、取り壊し」
・	建替えの為の立退き。
・	アパート取り壊しの為の立退き。
・	現在の借家が取り壊しのため11月末で要退去。
市営住宅を申し込んでいるが民間でも探した
い。港区希望。
・	高齢者。現在のアパートは取り壊しのため、転
居先を探している。通院に便利なところ。保証
人あり。
・	アパート取り壊しで、退去必要。生活保護受給
中。緊急連絡先は生活保護担当。1階、箪笥が
3本あるため2DK希望。
・	生活保護受給者。取り壊しのための転居。緊急
連絡先なし。仲介業者によれば緊急連絡先があ
れば契約可能とのこと。市は、これまで緊急連
絡先になっていない。
・	生活保護受給者（単身）。現在入居中のアパー
トが取り壊しになる。至急、物件を探して欲し
い。
・	80代男性。老朽アパートに入居。建替予定。新
しい物件を安い家賃で紹介、引越費用も出すと
言われたが、立退料も請求できないか。
・	親戚の人と暮らしているアパート。5年以内に
取り壊し。
「老朽化」
・	アパート老朽化、修理不能で退居予定。保証人
は親族。
・	アパート老朽化で退居予定。怪我で休職中。通
常は月収約15万。以前の家賃滞納歴で、保証会
社審査不可となった。
「不動産売却」
・	不動産売却後の入居先探し。
・	単身、年金生活。現在住んでいる1戸建て住宅
を遺産分割の為売却。転居先を探している。
「相続の関係で退去」
・	相続の関係で、退去しなければならない。
「競売+（外国人）」
・	外国人。競売の為の転居先探し。（日本人の保証
人なし）
・	無収入の女性。弟夫婦と住んでいたが、ローン
滞納で競売。退去必要。80代の父と同居する予
定。
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「借家退去」
・	借家を退去しないといけないため、転居先を探
している。（保証人なし）
・	借家の退去を迫られている。愛知県での生活経
験あり。田舎でいいので、安いところを探して
欲しい。
「アパート退去」
・	アパートを退去させられた人を受け入れてい
る。収入は年金。生活保護の申請意思なし。安
い物件を探したい。保証人あり。
・	アパートを退去する必要あり。家賃は駐車場1
台分付で2～3万円、古い、2Kか1Kを希望。期
間工の娘が保証人。アルバイトと遺族年金収入
（約10万円）。保証協会への返済若干有り。
・	4月16日迄にアパート退去必要。4月3日から
養成所に通い、5月中旬、失業保険受給見込。駅
近くか、ハローワーク徒歩圏の物件希望。保証
人は姉（九州）。
・	市営住宅に居住中の単身男性。事情があり市営
住宅を退去する必要あり。安い物件を探して欲
しい。
・	ブラジル人。母、高校生、幼稚園児の家族。ア
パートの退去を迫られている。夫と離婚が未成
立で、市営住宅に申し込めない。
「ペット飼育により退去要求」
・	ペット不可の物件に猫と同居。大家より退去を
迫られている。
９．施設・寮・社宅入居
施設や寮で暮らしている場合、その建物を利用で
きる権利が消失する恐れがある。2008年の「派遣
村」が問題になったように雇用で寮などの利用が規
定されていると住まいと共に収入も絶たれてしまう
場合があるので、野宿に至る危険性が高い。社会福
祉施設やその他の施設であっても利用の期限が設定
されている場合があるため、施設退所後の住居は重
要な課題である。刑務所で服役していた場合、退所
後の地域生活を構築することの困難から「地域生活
定着支援センター」が各地に設置されている。
「施設退去」
・	施設に入居中の生活保護受給者。2ヶ月以内に
転居必要。アパートを探して欲しい。
「退職・失職に伴う退寮」
・	退職に伴う退寮で、転居先を探している。（初期
費用少ない。保証人なし）
・	無職男性。元勤務先の寮に居住しているが9月
末で要退去。豊橋市内で希望。生活保護申請予
定。（保証人なし。電話なし）
・	解雇され、社宅を出て車中生活。年金あり（年
金担保融資の返済差引）。豊田市役所紹介。
・	40代女性。解雇され、寮も出なくてはならな
い。仕事が見つからない。所持金が少なくなり、
ハローワークに行く交通費もない。
・	派遣会社の寮に夫婦で居住。体調を崩し、派遣
先をやめた。生活保護受給。今月中に転居必要。
「入寮中+借家希望」
・	現在入寮中、賃貸住宅に移りたい。保証人なし。
連絡先なし。
「拘留中」
・	勾留中の男性。入居先を探している。初期費用
は本人負担、入居後生活保護申請。緊急連絡先
有り。
「刑務所出所+結婚」
・	刑務所から出所し、身元保証人宅に居住中。結
婚予定で、風呂付き物件に転居したい。入れ墨
あり。
10．無料低額宿泊所、中間施設
野宿者や保証人を探せない人々に「無料低額宿泊
所」や「中間施設」と呼ばれる施設は、屋根のある
生活を提供していることで重要な役割を果たしてい
る。しかしながら、こうした施設は緊急避難的な性
格を持つために、居住環境や生活環境が不適切であ
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る場合が多い。そこで定住できる住宅を探す必要が
生じる。居住者の多くは所持金が少なかったり、保
証人などの人間関係が無かったりするので借家を探
すことが困難である。
「無料低額宿泊所」
・	無料宿泊施設に住む3名の単身男性のアパート
を探している。生活保護受給。保証人、緊急連
絡先無し。
・	無料宿泊所に入所している2名。保証人無し、
連絡先無し。アパート探しに苦労している。
・	無料低額宿泊所で、生活保護受給中。マンショ
ン管理人の仕事。四日市市に転勤で、蟹江駅近
くに転居希望。
・	派遣切りで収入と住居を喪失。無料低額宿泊所
で生活保護受給。就職が決まったので、アパー
トに移りたい。保証人なし。緊急連絡先は友人。
・	無料低額宿泊所に入居。派遣の仕事。通勤に便
利なところでアパートを探して欲しい。
「中間施設」
・	中間施設を運営。今年中に明け渡さなければな
らないが、物件が見つからない。
11．入院
傷病で入院している間に、借家契約を解除したり
して、退院後の住処を失う場合が多い。同居家族が
ある場合は住宅が確保されているわけであるが、単
身者の場合借家を継続して維持するだけの経済力を
持たず、居所を失う。その場合、退院後すぐに就労
できる保証はない。健康や心身の機能に配慮した住
居を確保する必要があるため、住居の選択肢が少な
い。
「入院」
・	現在は、病院に入院中。退院後に入居できる家
がない。退職後、アパートを退去し、その後定
住先無し。年金受給。保証人無、緊急連絡先友
人。碧南市内で巡回バス利用できる地域。生活
保護申請中。
・	現在入院中。退院後の住居なし。生活保護申請
予定。保証人なし、週1回程度覗くなどの見守
り希望。
・	心臓病のため入院し、退院見込み。生活保護受
給。入院に際し、勤務先を辞めてしまい、住居
がない。
・	退院許可が出ているが住むところがない。
12．精神疾患
精神疾患を患い、就労が困難になる場合がある。
日常生活においても様々な配慮が必要であるうえ、
経済的にも困難で、適切な住宅を探すことが困難で
ある。
「精神疾患＋失職」
・	20歳の息子が、アルバイト先のいじめで精神病
になり、離職予定。アパートで生活していたが、
現在は母親宅で療養中。母親（相談者）は精神
病で障害手帳あり。市営住宅居住。他区に転出
し、生活保護で生活したい。
・	54歳の男性、無職。兄2名と同居。貧困。うつ
病。生活保護を受給し、安定した生活をさせた
い。
「精神疾患」
・	入居者が夜中に大きな音をだすと、他の入居者
より苦情。2ヶ月前まで入院し、退院後、友人
から「アルツハイマー気味」と聞いた。
13．契約関係
大家と借家人の関係だけでなく、他の企業などの
協力を得ながら借家経営を行うこともある。そうし
た場合に適切な契約が行われているのか、というこ
とが問われる。居住者や大家の権利が守られている
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ことが必要である。
「契約キャンセル」
①転居先についての相談　②契約キャンセル
「入居募集相談」
・	仲介業者だけでなく、ネットでも入居者募集し
た方がよいか。高齢の保証人の場合、亡くなっ
た場合の対応。
「水道代の請求」
・	明らかに空室なのに、水道代の請求。放置して
いたら、全額払わないと、水道を止めると通告。
「退去費用の不十分な説明」
・	4年余住んだアパートを退去。退去立ち会いの
際費用について、納得のいく説明がない。
「暴力団関係者が入居」
・	8戸の物件。暴力団関係者（？）が入居。近所
に不安を与え、家賃も遅れがち。管理会社の対
応に不満。
「貧困ビジネス/委託」
・	10戸のアパートを所有。ネットに生活保護受給
者OKと出したら、業者が紹介したいと言って
きた。敷・礼金を生活保護受給者から受け取り、
大家からは広告料として家賃3ヶ月分要求。問
題ではないか。
・	古いアパートを所有。入居者がいない。仲介業
者が仲介料の他に、広告宣伝費として家賃2ヶ
月分を請求。名古屋市はどうなっているか。
・	アパートを所有。Ａ社に一括借り上げをしても
らい管理も委託。1Rが9室。大家の取り分を引
き下げる旨の通告があった。修理費用の請求も
曖昧でやり方に不信感を持っている。この会社
との契約更新に踏み切れない。
・	アパートを所有。管理会社の対応に不満。
14．居住者の死亡
大家のもっとも困る問題は居住者が亡くなること
である。親族などの人間関係が明らかで、連絡でき
れば問題はないが、様々なところに登録されている
情報を変更したり、部屋に残された品々を整理する
ことは大変な労力であり、精神的な負担になる。
「残置物」
・	2年間家賃を滞納している入居者あり。刑務所
にいるらしいとの噂をきいた。部屋に残ってい
るものはどうしたらよいか。
「入居者死亡」
・	入居者（生活保護受給）が亡くなったと区役所
から連絡。家賃滞納あり。残留物あり。区役所
は何もできないとのこと。どうしていいかわか
らない。
15．野宿
野宿者は、不安定や低賃金の仕事に就いている
か、無職である場合が多い。また、住民票もわからな
い場合が多い。人間関係が壊れている場合も多く、
問題を一つ一つ解きほぐし、生活保護の受給条件を
整えながら生活を支援する必要がある。
「野宿」
・	ネットカフェを経て野宿生活中。収入はアルバ
イトで月12万円程度。所持金なし。初期費用が
安い物件を探したい。保証人無し。
・	野宿状態。生活保護申請希望。アパート入居希
望。実家あり。生活保護受給経験あり、実家で
生活するよう指導あり。
・	家を追い出されて、ホームレス中。妻は離婚を
希望、本人は拒否。アパートを見つけてあげた
い。
・	ホームレス、橋の改修のため住めなくなる。ア
パートを探したい。猫三匹を手放したくない。
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16．その他
その他、様々な問題を抱えながら住居を探す必要
に迫られている。難民認定を申請している者は、難
民に認定されるまで多くの権利が制限されているた
め、生活すること自体が困難である。高齢者の呼び
寄せには様々な危険性を覚悟しなければならない。
生活に係る様々な問題もたくさん発生している。安
全で安心して住める住居を得るためには多くの、そ
して輻輳した問題を解決しなければならない。
「難民認定申請中」
・	難民認定申請中。認定まで無料で滞在できると
ころはないか（日本語が話せない）。
「高齢の親の呼び寄せ」
・	他県に住む実母（80代）を呼び寄せたい。高齢
者受け入れ可能物件（大家さんが見守ってくれ
るような物件）を探したい。
「嫌がらせ、生活音」
・	50代男性。隣に住む大家の嫌がらせに、困惑。
病気あり。生活保護受給中。
・	アパート1階に入居中。2階の入居者の生活音に
苦しむ。大家、警察に言っても埒があかない。
「部屋が探せない」
・	部屋が探せない
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